
1/4 

６
月
号 

第
50
回 

神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 

☆ 

今
回
の
「
氾
濫
」
は
「
対
称
性
」

が
主
題
で
す
。
一
口
に
対
称
性

と
言
っ
て
も
、
初
形
や
詰
上
り

が
対
称
形
、
回
文
詰
の
よ
う
に

手
順
が
対
称
、
ル
ー
ル
自
体
が

対
称
性
を
利
用
し
て
い
る
等
、

様
々
な
表
現
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
作
品
に
は
ど
ん
な
対
称

性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

①
ば
か
詰 

107
手 

た
く
ぼ
ん 

98
飛
、
77
玉
、
78
歩
、
同
と
右
、 

97
飛
、
68
玉
、
69
歩
、
同
と
、 

98
飛
、
77
玉
、
97
飛
、
86
玉
、 

96
飛
、
87
玉
、
88
歩
、
77
玉
、 

97
飛
、
87
と
、
78
歩
、
86
玉
、 

87
歩
、
76
玉
、
96
飛
、
87
玉
、 

97
飛
、
78
玉
、
79
歩
、
同
と
、 

98
飛
、
77
玉
、
78
歩
、
同
と
引
、 

97
飛
、
76
玉
、
77
歩
、
同
と
引
、 

96
飛
、
87
玉
、
97
飛
、
78
玉
、 

79
歩
、
68
玉
、
98
飛
、
78
と
直
、 

69
歩
、
77
玉
、
78
歩
、
76
玉
、 

77
歩
、
同
と
寄
、
96
飛
、
67
玉
、 

68
歩
、
78
玉
、
79
歩
、
68
玉
、 

98
飛
、
78
と
、
69
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
97
飛
、
77
と
、 

68
歩
、
76
玉
、
77
歩
、
66
玉
、 

67
歩
、
同
と
寄
、
96
飛
、
77
玉
、 

97
飛
、
78
玉
、
79
歩
、
68
玉
、 

98
飛
、
78
と
、
69
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
57
玉
、 

97
飛
、
67
と
、
58
歩
、
66
玉
、 

67
歩
、
56
玉
、
96
飛
、
66
歩
、 

57
歩
、
67
玉
、
97
飛
、
77
歩
、 

68
歩
、
76
玉
、
96
飛
、
86
歩
、 

77
歩
、
同
玉
、
78
歩
、
87
玉
、 

97
飛
、
76
玉
、
77
歩
迄
107
手
。 

占
魚
亭│

と
金
剥
が
し
パ
ズ
ル
。

移
動
合
で
歩
頭
に
と
金
を
呼
ん

で
補
充
し
て
い
く
の
が
上
手
い
。 

☆
盤
上
に
歩
を
設
置
し
、
そ
の
歩

の
頭
に
と
金
を
移
動
さ
せ
て
取

る
の
が
基
本
パ
タ
ー
ン
。
飛
は

９
筋
か
ら
出
ら
れ
な
い
の
で
、

利
き
を
使
っ
た
遠
隔
操
作
に
徹

し
ま
す
。
空
間
が
狭
い
の
で
細

か
く
形
を
調
整
し
、
手
数
や
持

駒
が
不
足
し
な
い
よ
う
、
最
適

な
消
し
方
を
選
ば
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
と
金
を
消
す
目

的
は
何
で
し
ょ
う
？ 

駒
井
信
久│

59
金
が
曲
者
。
こ
れ

を
取
っ
て
詰
ま
す
と
思
い
込
ん

で
し
ま
う
。
小
駒
成
駒
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
と
い
う
意
味
で

は
当
然
の
配
置
だ
が
。 

☆
い
か
に
も
取
っ
て
く
れ
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
59
金
で
す
が
、
こ

れ
は
単
な
る
早
詰
防
止
の
配
置
。

と
金
を
消
し
た
真
の
狙
い
は
、

そ
の
跡
地
に
歩
で
壁
を
作
る
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。 

作
者│

と
金
採
掘
の
一
幕
。
創
作

は
ま
さ
に
非
限
定
と
の
戦
い
。

結
構
お
気
に
入
り
の
作
品
で
す
。 

☆
複
数
の
「
と
金
は
が
し
」
は
非

限
定
を
生
じ
や
す
い
の
で
、
完

全
限
定
は
お
見
事
。
中
で
も
87

と
の
配
置
は
秀
逸
で
、
消
さ
れ

る
ま
で
６
回
も
動
き
ま
す
。
更

に
締
め
括
り
は
先
打
突
歩
詰
。

解
き
応
え
充
分
の
密
室
型
謎
解

き
パ
ズ
ル
で
し
た
。 

 

攻
方
持
駒 

歩
９ 

受
方
持
駒 

な
し 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

ばか詰 107手

銀 銀

飛

桂 桂 桂 桂

歩

と と と 香

飛

と と と 香

玉 香

王

金

攻方持駒 歩9
受方持駒 なし
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②
キ
ル
ケ
ば
か
詰 

５
手 

（
２
解
） 

青
木
裕
一 

 

持
駒 

飛
角 

(a)

48
飛
、
同
玉
／
28
飛
、
59
角
、 

39
玉
、
29
飛
迄
５
手 

(b)

67
角
、
同
銀
生
／
88
角
、
59
飛
、 

68
玉
、
77
角
／
91
香
迄
５
手
。 

【
キ
ル
ケ
】
駒
が
取
ら
れ
る
と
最

も
近
い
将
棋
で
の
指
し
始
め
位

置
に
戻
さ
れ
る
。
戻
せ
な
い
と

き
は
持
駒
に
な
る
。（
復
元
後
の

位
置
と
駒
を
／
で
表
記
） 

岩
本
修│

初
形
は
左
右
対
称
で
、

手
順
は
ツ
イ
ン
で
な
い
よ
う
で

や
っ
ぱ
り
ツ
イ
ン
な
感
じ
が
す

る
不
思
議
な
作
品
。 

☆ 

キ
ル
ケ
は
左
右
非
対
称
ル
ー
ル
。

将
棋
の
初
期
配
置
は
飛
と
角
が

左
右
非
対
称
な
の
で
、
左
右
対

称
形
か
ら
左
右
対
称
の
手
順
は

別
手
順
扱
い
さ
れ
ま
す
。 

作
者│

左
右
対
称
形
で
右
と
左
で

１
解
ず
つ
の
ツ
イ
ン
で
す
。
角

と
飛
の
着
手
の
対
比
も
あ
り
ま

す
。 

☆ 

そ
ん
な
キ
ル
ケ
の
左
右
非
対
称

性
を
逆
手
に
取
り
、
左
右
対
称

形
か
ら
右
と
左
の
違
い
で
飛
と

角
の
役
割
を
入
れ
替
え
た
の
が

本
作
。「
対
称
性
」
と
「
対
照
性
」

を
一
局
に
内
包
し
て
い
ま
す
。 

西
村
恒
雄│

両
題
と
も
復
活
し
た

飛
角
が
止
め
を
刺
す
。 

弘
光
弘│

飛
捨
て
と
角
捨
て
の
対

比
が
お
も
し
ろ
い
。
角
の
方
は

同
銀
生
で
逃
げ
道
を
ふ
さ
い
で

い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。 

☆ 

ａ
は
飛
を
捨
て
て
飛
で
と
ど
め
。

ｂ
は
角
を
捨
て
て
角
で
と
ど
め
。

も
う
一
枚
の
大
駒
は
脱
出
防
止
。

見
事
に
二
枚
の
持
駒
の
役
割
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
取
ら

れ
た
駒
が
復
活
す
る
キ
ル
ケ
の

特
徴
を
最
初
と
最
後
に
使
う
手

順
構
成
も
効
果
的
で
す
。 

③
点
鏡
ば
か
詰 

５
手 

神
無
太
郎 

 

持
駒 

角
桂
桂 

46
桂
、
64
金
、
66
桂
、
44
玉
、 

55
角
迄
５
手
。 

 

持
駒 

な
し 

【
点
鏡
】
55
に
関
し
て
点
対
称
な

位
置
に
あ
る
２
つ
の
駒
は
、
敵

味
方
関
係
な
く
互
い
に
そ
の
性

能
が
入
れ
替
わ
る
。 

☆ 

点
鏡
は
敵
味
方
関
係
な
く
性
能

が
入
れ
替
わ
る
の
で
、
目
ま
ぐ

る
し
い
性
能
変
化
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方
針
で
解

け
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？ 

安
井
豊│

桂
馬
に
な
れ
ば
詰
め
や

す
い
？ 

☆ 

性
能
変
化
ル
ー
ル
の
基
本
は「
玉

を
弱
い
駒
に
す
る
」。
本
作
の
場

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

キルケばか詰 5手 （※2解）

銀

香 香

歩 玉 歩

持駒 飛角

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

点鏡ばか詰 5手

玉

持駒 角桂2

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

最終図

金 玉

角

桂 桂

持駒 なし

（詰上り） 
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合
、
持
駒
に
桂
が
あ
る
の
で
玉

の
利
き
を
桂
に
す
る
手
を
狙
い

ま
す
。
た
だ
、
い
き
な
り
66
桂
、

44
玉
と
進
め
る
と
36
と
56
へ

の
脱
出
を
防
げ
ま
せ
ん
。 

☆ 

そ
こ
で
46
桂
、
64
金
の
２
手
を

入
れ
て
性
能
を
交
換
し
、
脱
出

を
防
ぎ
ま
す
。
性
能
変
化
ル
ー

ル
の
も
う
一
つ
の
基
本
「
攻
方

を
強
く
す
る
」
で
す
。 

和
田
裕
之│

点
駒
？
で
き
な
い
55

が
と
ど
め
。 

竹
園
政
秀│

最
終
手
は
55
に
打
つ
。 

☆ 

55
地
点
は
点
鏡
ル
ー
ル
に
お
け

る
「
聖
域
」。
他
の
場
所
だ
と
対

称
位
置
に
駒
を
打
つ
応
手
が
あ

り
ま
す
（
こ
れ
を
見
落
と
し
た

誤
答
が
複
数
あ
り
ま
し
た
）
が
、

55
な
ら
性
能
が
変
わ
り
ま
せ

ん
。
玉
も
金
も
桂
の
利
き
な
の

で
55
角
を
取
る
応
手
も
な
く
、

こ
れ
で
詰
み
と
な
り
ま
す
。 

須
川
卓
二│

５
枚
で
の
詰
上
り
Ｘ

（
10
）で
50
回
を
祝
う
…
無
理

や
り
で
す
ね
（
笑
） 

☆ 

作
者
の
狙
い
は
初
形
と
詰
上
り

の
幾
何
的
対
称
性
（
と
ル
ー
ル

自
体
が
対
称
性
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
）
だ
と
思
い
ま
す
が
、

折
角
な
の
で
そ
う
解
釈
す
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

④
点
鏡
ば
か
自
殺
詰 

４
手（
２
解
） 

占
魚
亭 

 

持
駒 

飛 

(a)

12
飛
、
98
角
、
89
飛
成
、
21
金 

迄
４
手
。 

(b)

99
飛
、
12
飛
、
21
王
、
11
金 

迄
４
手
。 

☆ 

点
鏡
で
玉
が
隅
に
あ
る
と
手
順

は
盤
一
杯
に
広
が
り
易
く
な
り

ま
す
。
本
作
を
解
く
場
合
も
視

野
の
広
さ
が
必
要
で
す
。 

止
少
丘
八│

上
か
ら
行
く
方
は
す

ぐ
に
見
え
た
が
、
左
か
ら
行
く

方
は
な
か
な
か
見
え
な
か
っ
た
。 

須
川
卓
二│

99
飛
の
順
は
点
鏡
の

特
徴
を
活
か
し
た
好
手
順
。 

作
者│

ａ
の
手
順
だ
け
だ
っ
た
ら

迷
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ダ

メ
元
で
投
稿
し
ま
す
。（
後
略
） 

☆ 

ａ
手
順
は
飛
が
角
に
変
身
し
て

大
移
動
。
作
者
本
来
の
意
図
は

こ
の
手
順
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

自
然
発
生
し
た
ｂ
手
順
は
作
者

も
捨
て
る
に
捨
て
ら
れ
な
い
妙

手
順
で
し
た
。 

☆ 
ｂ
手
順
の
初
手
99
飛
は
飛
で
は

な
く
王
に
よ
る
王
手
。
性
能
変

化
の
元
の
駒
（
飛
）
で
王
手
が

掛
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

の
が
面
白
い
所
で
す
。 

☆ 

そ
の
後
も
12
飛
合
の
逆
王
手
、

飛
の
性
能
を
元
に
戻
し
て
王
手

を
継
続
す
る
21
王
等
、
気
付
き

に
く
い
手
が
続
き
ま
す
。
飛
が

派
手
に
動
く
ａ
手
順
と
、
飛
が

一
切
動
か
な
い
ｂ
手
順
。
内
容

的
に
も
対
照
的
な
２
解
で
す
。 

某
氏
（
ａ
の
み
正
解
）│

形
か
ら

し
て
最
終
手
は
21
金
し
か
な
い
。 

☆ 

こ
う
思
い
込
む
と
ｂ
手
順
の
発

見
は
困
難
で
す
。
無
理
に
21
金

で
詰
め
よ
う
と
し
て
「
79
飛
、

31
金
、
89
飛
、
21
金
」
と
し

た
解
答
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
の
21
金
が
飛
の
利
き
な
の
で

12
王
と
逃
げ
ら
れ
ま
す
。 

中
澤
宣
幸│

点
鏡
の
入
門
と
し
て

わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。 

☆ 

本
作
の
２
解
を
両
方
解
け
れ
ば
、

点
鏡
の
基
本
を
習
得
し
た
と
言

っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

点鏡ばか自殺詰 4手 （※2解）

王

玉
持駒 飛
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⑤
ば
か
自
殺
詰 

40
手 

た
く
ぼ
ん 

 

攻
方
持
駒 

飛 

受
方
持
駒 

な
し 

47
飛
、
66
玉
、
65
金
寄
、
56
玉
、 

66
金
、
同
玉
、
46
飛
、
56
香
、 

同
飛
、
同
玉
、
55
金
、
同
玉
、 

45
金
、
同
玉
、
47
香
、
46
飛
、 

同
香
、
55
玉
、
65
金
、
同
玉
、 

63
飛
、
64
金
、
同
飛
成
、
56
玉
、 

54
龍
、
67
玉
、
63
龍
、
64
金
、 

66
金
、
57
玉
、
54
龍
、
55
金
打
、 

67
金
、
46
玉
、
43
龍
、
44
金
、 

57
金
、
45
玉
、
54
龍
、
同
金
引 

迄
40
手
。 

【
●
】
不
透
過
・
不
可
侵
の
領
域
。

跳
び
越
す
こ
と
は
可
能
。 

☆
四
角
く
並
べ
ら
れ
た
●
が
目
を

惹
く
初
形
。
３
✕
５
の
盤
で
、

所
定
の
駒
の
み
を
使
っ
て
詰
め

る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
詰
将
棋
で
す
。 

田
中
孝
海│

３
枚
の
側
近
（
金
）

が
、
最
後
は
敵
側
に
寝
返
る
面

白
さ
。 

作
者│

４
段
目
の
金
が
詰
上
り
で

全
て
裏
返
る
の
が
狙
い
で
す
。 

☆
こ
の
構
図
で
は
攻
方
玉
は
動
け

な
い
の
で
、
四
段
目
に
並
ん
だ

３
枚
の
金
を
す
べ
て
受
方
の
駒

に
す
る
詰
型
は
想
定
し
や
す
い

で
し
ょ
う
。
問
題
は
そ
の
形
を

ど
う
や
っ
て
作
る
か
で
す
。 

駒
井
信
久│

回
り
道
を
し
な
い
よ

う
少
し
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。 

☆
早
々
に
盤
上
の
金
を
一
掃
し
て

龍
を
作
り
、
そ
の
龍
で
金
合
を

発
生
さ
せ
る
の
が
最
も
効
率
の

良
い
手
順
。
龍
を
作
る
に
は
３

段
目
に
飛
を
打
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
初
手
に
飛
を
使
っ
て

し
ま
う
の
で
、
飛
か
ら
香
、
香

か
ら
飛
へ
の
交
換
を
挟
み
、
飛

を
持
駒
に
戻
し
ま
す
。 

占
魚
亭│

63
龍
か
ら
の
金
を
３
枚

出
す
流
れ
が
う
ま
く
で
き
て
い

る
。 

☆
金
が
消
え
去
る
前
半
20
手
と
、

金
が
湧
き
出
る
後
半
20
手
。
手

順
構
成
も
対
称
的
で
、
今
回
の

締
め
に
相
応
し
い
作
品
で
す
ね
。 

【
総
評
】 

須
川
卓
二│

氾
濫
50
回
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
お
題
に

沿
っ
た
作
品
で
楽
し
く
苦
し
く

解
図
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

（
後
略
） 

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
「
半
年
に
一
度
の
フ
ェ
ア

リ
ー
版
力
試
し
」
と
し
て
、
少

々
手
ご
わ
く
て
も
、
苦
労
に
見

合
う
価
値
が
あ
る
作
品
を
お
届

け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

〔
各
題
の
正
・
誤
・
無
解
者
数
〕 

（
複
数
解
は
各
解
ご
と
に
計
上
） 

①
５
０
15

○2a

16
０
４
○2b

13
０
７ 

③
８
３
９
○4a

14
０
６
○4b

10
０
10 

⑤
５
０
15 

〔
解
答
成
績
〕
（
太
字
５
名
当
選
） 

【
全
題
正
解
】
駒
井
信
久
、
須
川
卓

二
、
占
魚
亭 

【
６
題
】
西
村
恒
雄 

【
５
題
】
田
中
孝
海
、
中
澤
宣
幸
、 

止
少
丘
八
、
和
田
裕
之 

【
４
題
】
原
雅
彦 

【
３
題
】
竹
園
政
秀
、
原
岡
望
、 

安
井
豊 

【
２
題
】
岩
本
修
、
周
露
珍
、 

弘
光
弘
、
森
美
憲
、
山
本
強
志 

【
１
題
】
赤
井
秀
雄 

【
０
題
又
は
コ
メ
ン
ト
の
み
】 

鈴
木
彊
、
武
田
静
山 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

ばか自殺詰 40手

● ● ● ● ●

● 王 ●

● 金 金 金 ●

● 金 ●

● 香 ●

●

玉

●

● ● ● ● ●

攻方持駒 飛
受方持駒 なし
※●:着手不可、不透過


